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〔論文審査の要旨〕 
 

 中村嘉恵氏の博士論文最終審査は，審査員全員の都合を合わせることができな

かったために，8 月 24 日（月）16:00 - 18:00， 8 月 26 日（水）15:00 - 16:30

の二度に分けて行った．博士論文の研究は，メーキャップ化粧品の中でも主要な

役割を演じるファンデーションを対象に，その製品開発に資する解析モデルの構

築を目的としている．具体的には，化粧した肌の見え方と，ファンデーションの

光性質を関係づける数値解析モデルの構築である．この目的の達成には，化粧を

施された皮膚の見え方（反射性質）が，1) 皮膚内部の光伝播，2) 皮膚表面での

光散乱，および，3) ファンデーション層の反射・透過性質に依存するので，それ

ぞれをモデル化し，最終的にそれらを統合する必要がある．1)の皮膚内部の光伝

播に関しては，従来の研究を踏襲することとし，中村氏の研究では，まず，2)の

皮膚表面での光散乱と，3)のファンデーション層の反射・透過性質についてモデ

ル化し，その妥当性を検証した．最後に，それらを統合したモデルの提案を行っ

ている． 

 60 分あまりの発表に引き続き，質疑応答が行われた．発表では，博士論文の構

成に従って，研究の背景，目的，それに引き続き，その目的を達成するために行

った主に三つの研究が紹介された．審査委員全員から，論文を構成する各論的研

究は十分な内容を有しているとの高い評価を得た．一方で，論文でかかげた最終

目標に対して未達な部分，具体的には，最終的な統合モデルの検証が十分でない

点について，中村氏自身の意見が求められたが，それに対する明確な回答がなさ

れなかったことが評価を下げた．しかしながら，チャレンジングなテーマにあっ

て十分な研究の進展が見られたこと，さらに，中村氏の研究成果が，今後，当該

分 野 の 発 展 に 寄 与 す る と 期 待 さ れ る こ と か ら ， 審 査 員 全 員 か ら 合 格 の 評 価 を得

た． 
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